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1. はじめに

　個人の交通行動は主観的に形成された旅行時間（以下，認知旅行時間）に基づいている．認知旅行時間は実際

の旅行経験や，ﾗｼﾞｵやﾃﾚﾋﾞ等から得られる旅行時間に関わる情報に影響を受けつつ，形成される 1)．本稿では経験

や情報が認知旅行時間に及ぼす影響に関する二つの仮説を，次節で説明する状態依存と予測能力の存在を前提と

して理論的に提案し，現実の運転者から得られたデータに基づいて仮説検定を行った結果を報告する．

2．情報影響仮説と経験優越仮説

　何らかの心理的状態や行動形態の動的な変遷過程を考える場合，それが連続的に変化するものである以上，任

意の近接する 2 時点での状態が無関係であるとは考え難い．一般に，この様な時点間の状態の関連性は，状態依

存と呼ばれる 2)．本研究では，認知旅行時間の状態依存の存在を仮定し，ある日の認知旅行時間と前日の認知旅行

時間との間に関連性があるものと考える．一方，認知旅行時間を形成する際，運転者は実旅行時間にできるだけ

近いものを予想しようという意志を持つ．しかし，意思決定者に利用可能な情報も種々の判断能力も限られてい

るため，的確な予測は当然ながら保証されない．本研究では，正確な予測を可能とする能動的能力を予測能力

（predictability3)）と呼称する．そして，運転者は少なくともいくらかの予測能力を持つものと仮定する．

　さて，運転者が走行経験や何らかの媒体を通じて得られる情報を多く所持していれば，より的確に予測できる

ものと考えられる．一方で，新たな情報を持つ場合には，認知旅行時間を形成する際に過去の値を参考にする必

要性が低下するものと考えられる．すなわち，情報の取得によって状態依存は低減する傾向にあることが予想さ

れる．以上の議論に基づいて，以下の仮説を提案する．

情報影響仮説：「旅行時間に関連する情報量が増加すれば，予測能力は向上する一方で状態依存は低下する」

　一方，運転者が所要時間を予測する場合に活用する情報として，ﾗｼﾞｵ，ﾃﾚﾋﾞ等の情報媒体を通して得られるも

のが考えられるが，最も豊富，かつ，的確な情報を与える情報源は「実旅行経験」であるものと考えられる．本

研究では，実走行経験から得られる情報を「経験情報」と呼称し，それ以外の情報を「媒体情報」と呼称する．

さて，運転者が新しい交通環境に遭遇した場合，当然ながら，運転者はその新しい交通環境における経験情報を

持たず，媒体情報のみを所持している．その場合，媒体情報が認知旅行時間に及ぼす影響は小さくないものと推

測される．しかし，経験情報を運転者が所持する場合には，媒体情報が中心的な役割を果たすことは無く，認知

旅行時間に及ぼす影響が小さくなるものと思われる．以上の議論に基づいて，以下の仮説を提案する．

経験優越仮説：「経験情報を得るにつれて，媒体情報が認知旅行時間へ及ぼす影響は低下する」

3．仮説検定のためのデータ

  以上に提案した両仮説を検定するためには，道路交通環境の変化に直面した運転者を対象として，彼らが新し

い交通環境の下で形成した複数日分の認知旅行時間を観測し，その変容過程を調べることが必要である．このデ

ータを採取するため，普段，阪神高速道路 15号堺線を週に一回以上通勤で利用している運転者を対象として，堺

線全面通行止め期間中（1998年 11月 1日～8日）の通勤行動調査を行った．この調査では，回答者募集のために

事前に募集ハガキを料金所にて 5000枚配布，それに反応した運転者 704名に調査票を郵送配布し，通行止め期間

終了後に郵送回収した（有効回収数 370部）．調査票では，自動車通勤時に出発前に形成する認知旅行時間，およ

び，実際の自動車旅行時間を，通行止め以前の平均的な場合と，通行止め期間中の全ての通勤日のそれぞれにつ

いて尋ねた．また，通行止め期間中の媒体情報の取得状況についても尋ねた．

4．構造方程式モデルを用いた仮説検定

  二時点の認知旅行時間の状態依存の強度は，それらの間の相関の強さに反映しているものと考えられる．した
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がって，時点間の認知旅行時間の相関が

大きい場合には強い状態依存が存在す

ると推測できる．一方，予測能力の高低

は予測値と実現値との相関に反映する

ものと考えられる．すなわち，予測値と

実現値との相関が高い場合には，高い予

測能力が存在すると推測できる．本研究

では以上の統計的関係を利用して，1）

以下の構造方程式の係数を推定する，2）

係数推定値に基づいて媒体情報，経験情

報，予測能力，および状態依存の間の関

係を検定する，3）その検定結果が提案した両仮説に一致するか否かを通じて，両仮説を検定する，という段取り

で仮説検定を行う．

CT 1 =  CT 0 {sd1+ isM,1M (1) + isT,1T (1) + isW,1W (1)}  +  AT 1{pa1+ ipM,1M (1) + ipT,1T (1) + ipW,1W (1)}  + ε1

CT 2 =  CT 1 {sd2+ isM,2M (2) + isT,2T (2) + isW,2W (2)}  +  AT 2{pa2+ ipM,2M (2) + ipT,2T (2) + ipW,2W (2)}  + ε2

ここに； ε1, ε2は誤差項；CT0, CT1, CT2は非通行止め時，通行止め期間中の自動車通勤初回，2回目の認知旅行時

間；AT1, AT2は初回，2回目の実旅行時間；M (t), T (t), W (t)は t-1回目（t=0の場合は通行止め初日）から t回目の

間にそれぞれﾏｽﾒﾃﾞｨｱ(ﾃﾚﾋﾞ, ﾗｼﾞｵ等)，電話ｻｰﾋﾞｽ，口ｺﾐを通じて情報を取得した場合に 1となるダミー変数である．

なお，各係数の意味は表 1中に示す．

  さて，両仮説の検定のためには，通行止め期間中に 2 回以上の自動車通勤を行い，かつ，経路と出発時刻のそ

れぞれが初回と 2回目で同じであったｻﾝﾌﾟﾙが必要だが，これらの条件を満たしたのはわずか 41 ｻﾝﾌﾟﾙであった．

当然ながら，信頼性の高い需要予測モデルを 41 程度のｻﾝﾌﾟﾙで構築することは出来ない．しかし，ある理論が妥

当であるならば，それが普遍的でなければならず，したがって，この 41 ｻﾝﾌﾟﾙにおいてさえ両理論仮説が成立し

ていなければならない．それ故，両理論仮説を反証することは，41 ｻﾝﾌﾟﾙの検定でも可能である．

  推定結果を表 1に示す．これより以下のことが分かる：1）初回の ipM，ipTが有意に正，isM，isTが有意に負である．

これは走行経験を持たない場合にはﾏｽﾒﾃﾞｨｱ，電話ｻｰﾋﾞｽからの情報取得は予測能力を向上させ，状態依存を低下さ

せることを意味しており，情報影響仮説に一致する．2）pa の初回と 2 回目の差異は有意に正，sd のそれは有意

に負であり，経験情報の取得が予測能力を向上させ状態依存を低下させている．これも情報影響仮説に一致する．

3）初回から 2回目にかけて，ipTが有意に減少，isTが有意に増加した． isM，ipMについては有意ではないが同様の傾向

にある．これらは，ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ，電話ｻｰﾋﾞｽの媒体情報が予測能力と状態依存に与える影響が，経験情報取得によって小

さくなったことを意味しており，経験優越仮説に一致する．4)以上の傾向は，口ｺﾐについては見られない．これ

は，誰もが走行経験を持たない初回時点での口ｺﾐ情報の信頼性が低いためであると考えられる．この結果は，両

仮説は情報の信頼性が保証されている時にのみ成立する，ということを意味しているものと考えられる．

4．おわりに

  本データは両仮説を支持している．本研究の貢献は情報が及ぼす影響の認知的構造を理論実証的に明らかにし

た点である．そして，分析結果は 1）経験を持たない運転者には情報提供が非常に有効であること，2）逆に経験

を豊富に持つ運転者には情報提供が有効ではない可能性があること，を意味している．これらから，効果的な情

報提供施策を検討するためには，個々の運転者の経験量を考慮することが不可欠であるものと考えられる．
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表 1　推定結果

CT1
(
 
a) CT2 

 (a) 　 係数比較 (b)

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 係数 t値 係数 t値 差 t値
pa 0.18 1.10 0.57 6.47 **** 0.38 2.02 **

予測 ipM 0.63 2.64 ** 0.43 1.98 ** -0.20 -0.63
能力 ipT 1.00 2.26 ** -0.28 -0.57 -1.28 -1.93 *

ipW -0.53 -1.51 0.28 2.08 ** 0.81 2.15 **

sd 0.80 3.57 **** 0.22 2.91 *** -0.58 -2.45 **

状態 isM -0.78 -3.07 *** -0.36 -1.55 0.42 1.20
依存 isT -1.39 -2.30 ** 0.39 0.59 1.78 2.00 **

isW 0.71 2.02 ** -0.32 -1.92 * -1.03 -2.64 **

重相関係数 0.74 0.81
*p<0.1, **p<0.05, ***p<0.01, ****p<0.001
(a) LISREL 8を用いて推定　　(b) (a)の推定結果から算定
pa：媒体情報が全くない場合の，予測能力の高さ.
sd：媒体情報が全くない場合の，状態依存の強度．
ipM, ipT, ipW：ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ，電話ｻｰﾋﾞｽ，口ｺﾐが予測能力の高低に及ぼす影響の程度．
isM, isT, isW：ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ，電話ｻｰﾋﾞｽ，口ｺﾐが状態依存の強度に及ぼす影響の程度．
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